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非 常 事 態 宣 言 が 出 さ れ 、 極 力 外 出 を 控 え よ う と い う 状 況 が 続 く な か 、 動 画 な

ど で 様 々 な 情 報 が 配 信 さ れ て い ま す 。 有 名 人 の 家 庭 料 理 や ケ ー キ づ く り な ど

自 宅 で の 過 ご し 方 の 紹 介 や 、 私 た ち に 語 り か け る 応 援 メ ッ セ ー ジ を 見 る こ と

で力づけられ ます。  

現在会員登録数 3,328 人さま。次号は５ 月 20 日発行の予定 で す。／  
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●当財団公式  YouTube チャンネルが でき ました！  

このたび、財 団公式 YouTube チャンネルを 作成しました 。  

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

 

初めての投稿 は、子ど も向けに本を 紹介す る「 YouTube 版  本の海大冒険〈１ 〉 

『こうさぎと ４ほん のマフラー 』（のら 書 店）」です 。  

今後、総括専 門員・土居安子を中心 に、子ど もの本を紹介 する動 画をアップし

ていきます。 ぜひ、 ご覧ください 。  

チャンネル登 録もお 願いいたしま す。  

 

●昨年度開催 した講 演会の報告集 を販売 しています  

『 2019 年度国際交流 事業報告集  

 国際講演会 ：韓国 の絵本作家パ ク  ジォ ンチェの絵本 を語る  

 子ども向け ワーク ショップ：パ ク  ジォ ンチェさんと 絵本を つくろう！』  

 発行：当財 団  2020 年 3 月  A4 判 42 頁  1000 円＋税  

『 2019 年度講演会報 告集  

 紙芝居の歴 史から 子どもの読書 文化に ついて考える  講師 ：浅岡靖央』  

 発行：当財 団  2020 年 3 月  A4 判 34 頁  800 円＋税  

詳細は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/05_publication/index.html#hanbai 

 

●講座「目で 見るイ ギリス児童文 学の歴 史」  参加者 募集  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の た め 、 ２ 月 と ３ 月 に 開 催 を 中 止 し た 、 ３

回連続講座「 目で見る イギリス児童 文学の 歴史」の第２ 回、第３ 回を合わせた

内容の講座を 開催し ます。  

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA


日  時：令和 ２年７ 月５日（日）  午後 １時～４時  

会  場：大阪 府立中 央図書館  多目的室  （東大阪市荒 本北）  

講  師：三宅 興子さ ん（当財団特 別顧問 ）  

内  容：  

 講義（ 1）  「子ど もの本の『第 一黄金 時代』」  

講義（ 2）  「２０世 紀イギリスの 子ども の本」  

資料の展示・ 閲覧  

定  員： 60 名（申込 先着順）   参加費 ： 2,500 円  

＊参加費には 連続講 座の内容をま とめた 冊子を含みま す（当 日テキスト ）。  

主  催：一般 財団法 人  大阪国際児童文 学 振興財団  

お申し込み、 詳細は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html 

 

※ 本 講 座 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 、 今 後 延 期 ま た は

中止となる可 能性が あります。  

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

お申し込み、 詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『ぼくたちが ギュン ターを殺そう とした 日』  ヘルマ ン・シ ュルツ /作  渡

辺広佐 /訳  徳間書 店  2020年３月  対象 年齢：小学校 高学年 以上  

 

あらすじ： 1947年、ドイツ。フレ ディは 、両親とうま くいか ず、おじさん 夫

婦の農家から 学校に 通っていた。 フレデ ィと５人の仲 間たち は、同級生で

難民のギュン ターが わずらわしく て、彼 の両ポケット におし っこをして、

トロッコに閉 じ込め て泥炭を投げ つける というひどい いじめ をした。村の

人や親にその ことが ばれるのが怖 いため 、年上のレオ ンハル トがギュンタ

ーを殺そうと 言い出 した。フレデ ィは、 どうすればい いのか 不安にさいな

まれる。  

 

Ｔ ： 敗 戦 後 の ド イ ツ の 村 の 様 子 が 、 日 本 で い う と 小 学 校 高 学 年 か ら 中 学 生 ぐ

らいの男子の いじめ を通して伝わ ってく るとても印象 深い作 品です。  

Ｙ：村には難 民で貧困 の家族、父親 が戦死し た家族、戦争 から戻っ てきて息子

を殴る父親、 捕虜に なって戻って きたり 、戦争中 SS（ナチス 親衛隊）だっ

た り し た 若 者 た ち が 住 ん で い ま す 。 子 ど も た ち に 語 る こ と の で き な い 過 去

を 背 負 い 、 隠 さ れ た 負 の 感 情 が 渦 巻 い て い る 村 だ か ら こ そ 、 起 こ っ た 事 件

だと考えるこ とがで きます。  

Ｔ：それは 、「 ギュン ターを殺すこ とにな るんなら、戦争中の ようなつもり で

や る し か な い よ 。」（ p.78） と い う フ レ デ ィ の 友 だ ち の 発 言 か ら も 読 み 取 る



ことができま す。  

しかし、いじめ、殺 人 、戦争という重い テー マを描いてい るのに、読後にお

もしろい物語 だった と思うのはな ぜだろ う。  

Ｙ：なるほど 。フレデ ィが牛飼いを する様 子や、ロッテ という馬 の世話をする

様 子 な ど 、 村 で の 日 常 生 活 が 目 に 浮 か ぶ よ う に 描 か れ て い た こ と が 関 係 す

るのかもしれ ません ね。私は、細か い日常 が描かれるこ とで、い じめも殺人

も い つ で も 誰 に で も 起 こ り 得 る こ と だ と い う こ と が 書 か れ て い る よ う に 思

いました。  

Ｔ ： フ レ デ ィ が じ ゃ が い も の 選 別 を 手 伝 い な が ら 、 い じ め の 首 謀 者 で あ る レ

オンハルトの 母親と 会話をする場 面（ P.136）も印象的 でした 。  

Ｙ：また、詳 しいこと は言いません が、子ど もを信頼して いるこ とが感じられ

る児童文学ら しい結 末のありよう にもあ るかもしれま せん。  

 私 が お も し ろ か っ た の は 、 ギ ュ ン タ ー を 殺 す 現 場 に ６ 人 が 揃 う ま で に も 、

結末にいたる までに も、いくつもの 選択肢 があり、その選 択によ って、１回

目 の い じ め す ら 起 き な か っ た か も し れ な け れ ば 、 も っ と シ リ ア ス な 殺 人 事

件 に も な っ て い た か も し れ な い と い う こ と が 読 み 取 れ た こ と で す 。 フ レ デ

ィ が 秘 密 を 抱 え な が ら 追 い 詰 め ら れ て い く 様 子 が リ ア ル で 、 感 情 移 入 し な

が ら 読 み ま し た 。 そ し て 、 自 分 が 子 ど も の こ ろ に 抱 え て い た 秘 密 に 押 し つ

ぶされそうに なった 感覚を思い出 しまし た。  

Ｔ ： フ レ デ ィ の 隣 の 家 に 住 む 孤 児 の 少 女 ル イ ー ゼ の 活 躍 は ユ ー モ ラ ス で 、 か

っ こ い い 。 窮 地 を 救 っ て く れ る フ レ デ ィ の い と こ 、 若 い 帰 還 兵 の ヴ ィ リ ー

もずいぶん魅 力的で す。  

Ｙ：と もすれば、負 の 感情の連鎖が 続きそ うになる今だ からこ そ、善と悪、正

し い こ と と 間 違 っ た こ と と は 何 な の か 、 人 間 は 過 ち か ら 逃 れ る こ と が で き

る の か と い う 命 題 に つ い て 考 え る こ と の で き る こ の 本 は 貴 重 だ と 思 い ま し

た。  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 56 回「鳥をとる や なぎ」  

 同居する怪 異と科 学  

 

ある日、尋常 四年生の 私は、友人の 藤原慶次 郎から鳥を吸 い込む〈 エレキの楊

の木〉の話 を聞き、興 味を覚えます 。慶次郎 が茶屋で〈 馬をひいた 人〉から聞

い た と い う そ の 楊 を 探 し に 、 慶 次 郎 と 私 は 煙 山 の 野 原 か ら 川 を 上 流 の 方 へ 遡

っていきます 。  

 

川 添 い に 並 び 立 つ 、 大 き な 楊 の 木 を 見 な が ら 進 み ま す が 、 鳥 を 吸 い 込 む 楊 を

発 見 す る こ と が で き ま せ ん 。 し か し 、 川 向 こ う へ 渡 る た め に 水 へ 足 を 踏 み 入

れた途端、百 疋ばかり の百舌が〈磁 石に吸い 込まれたよう に〉大き な楊の中に

落ち込むのを 目にし ます。  

 

石 を 投 げ つ け た と こ ろ 百 舌 は 飛 び 立 ち 、 ゆ え に 鳥 が 死 ん で い な い （ 不 思 議 な

楊 で は な い ） こ と が わ か る と 、 二 人 は が っ か り し た り 寂 し い 気 が し た り し ま

す。それでも〈どこか に、けれど、ほんとう の木はある〉と信じ ま すが、その

一 方 で 〈 鳥 を 吸 い 込 む 楊 の 木 が あ る と も 思 え ず 、 又 鳥 の 落 ち 込 み よ う が あ ん

ま り ひ ど い の で 、 そ ん な こ と が 全 く な い と も 思 え ず 、 ほ ん と う に 気 持 ち が 悪



くな〉り、揺れ 動く心 情を吐露しま す。結末 は〈けれどもい までも まだ私には、

楊 の 木 に 鳥 を 吸 い 込 む 力 が あ る と 思 え て 仕 方 な い 〉 と 述 べ て 締 め く く ら れ ま

す。  

 

この不可思議 な楊は 、〈エレキ〉や〈磁石〉のイメージで 語られ るもの、すな

わ ち 近 代 科 学 を 思 い 描 く も の と し て 登 場 し ま す 。 そ の 楊 を 見 つ け 、 何 度 か 目

撃するうち、二人もや がては〈その 木の中で もずが死ぬと は思〉わ なくなりま

す。つまり、彼らは科 学的な解釈の もと、怪 異によって鳥 が吸い 込まれたので

はないことを 確認し ているのです 。  

 

しかし、どういう わけ か結末にかけ て、少な くとも〈私〉の内面 に おいては、

その魔性を秘 めた力 が〈あると思 えて仕方 ない〉という 表現で反 転・肯定され

て い き ま す 。 怪 異 的 な 世 界 に 収 斂 さ れ て い く こ う し た 構 図 は 、 言 う ま で も な

く本メルマガ 前号（ NO.115）にて取り上げら れた「さい かち淵」に も、そして

晩年の「風〔の〕又 三 郎」にも共通 するもの です。（ 参考：秋 枝美 保「「鳥 をと

るやなぎ」論 」 1980 年）  

 

近 代 科 学 の 教 育 を 受 け な が ら 、 他 方 で 前 近 代 的 な 土 俗 信 仰 が 色 濃 く 残 る 東 北

で生を受けた 賢治に は、その両 方が同居 していたのか もしれ ません。〈私〉や

慶 次 郎 が 科 学 的 な 解 答 を い っ た ん 導 き な が ら 、 な お ど う し て も 〈 あ る と 思 え

て 仕 方 な い 〉 と 感 じ る の は 、 他 な ら ぬ 賢 治 そ の 人 の 揺 る ぎ な い 考 え だ っ た と

言えるのでは ないで しょうか。 (ペ吉 ) 

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『新 編  風 の又三郎』に よりま した。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  １０  

***************************************************************** 

 

ペンシルバニ ア  ト ランシルバニ ア  ミ ンスク！  

ぼくは  ちめ いで  しを  つくっ て  

まほうの  じ ゅもん みたいに  と なえた 。  

す る と 、 せ ま い  へ や に  い て も 、 こ こ ろ は  と お く へ  と ん で い け る の だ

った。  

 

（『おとう さんのち ず 』ユリ・シュルヴ ィッ ツ／作  さく まゆみ こ／訳  あす

なろ書房  2009 年 5 月  p.19）  

 

戦争で焼け出 された「ぼく」の家族は、住 んでいるとこ ろを逃 げ出し、「と お

い  とおい  ひがし の  くに」にやっ てき ます。ある日、お父 さ んは、パンを

買いに市場に 行き、 パンの代わり に地図 を買ってきま した。  

 

ぼくはお父さ んのこ とを「ゆるせ ない！」と怒りますが 、お父さ んが壁に地図

をはると、その地 図に 夢中になりま す。そし て、ながめたり、書 き 写したり、

引 用 に あ る よ う に 地 名 で 詩 を 作 っ て 遊 び 、 砂 ば く や 、 海 や 雪 山 や 宮 殿 や 都 会

を旅します。地図 は 、ぼくに、ひもじさと 貧しさを忘れ させ、「 はるか  とお

くで  まほう の  じ かん」を過ご すこと を可能にしま した。  

 

これは、 1935 年にポーランドで生 まれた ユリ・シュル ヴィッ ツの自伝的作 品

です。戦火を 逃れて中 央アジアのト リキス タン（あとが きには「 今のカザフス



タン」とあり ）で暮 らしていた経 験が元 になっている そうで す。  

 

シュルヴィッ ツの絵 は、地図を通して 彼が どんなに豊か な時間 を過ごしたか 、

世界の大きさ を感じ たかが描かれ 、時間 を忘れて見入 ってし まいます。  

 

私 は こ の 本 を 読 む た び に 、 パ ン の 代 わ り に 地 図 を 買 っ た お 父 さ ん の 決 断 に 思

いをはせ、「文化と は 何か」「生 きるとは 何 か」という問 いを心の 中で反芻しま

す。（Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

※ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 の 拡 大 に 伴 い 、 外 出 自 粛 が 強 く 求 め ら れ る 状 況 で

すので、今月 は休載 とします。ご 了承く ださい。  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

講座・講演会、展示 会 、公募等のイベン ト情 報をお送りく ださい。当財団ＨＰ

に掲載させて いただ きます。↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ぼ く たちがギュンタ

ーを殺そうと した日』を１名の方に プレゼ ントします。ご希望の 方は、メール

で件名「メル マガ  NO.116 プレゼント 希望 」とし、 (1)お名前  (2)郵便番号・

住所  (3)電話番号  (4)メールアドレス、 よ ろしければ  (5)このメルマガのご

感想をお書き のうえ  office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は５月 11 日 (月 )、当選発表は 発送を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

暖かくなって 木々の 緑が日に日に 鮮やか さを増してき ました 。窓を開け放 っ

て春の新鮮な 空気を 入れて大きく 深呼吸 してみると、 とても よい気分転換 に

なります。生 活必需 品の買い物以 外は出 かけることが ほとん どなくなりま し

たが、このよ うな時 期だからこそ 、当財 団として何か できな いかと考え、

YouTubeチャンネル を 開設したとこ ろです 。ご愛顧のほ ど、ど うぞよろしく

お願いします 。（Ｔ Ａ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  



●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


